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1.	中国社会における「財布」の変化

●財布の姿が消えた
1990 年、東京から北京へ向かう鞄の中の財布の

中身は航空券、日本の銀行カード、日本円と闇市
で両替した人民元だけがあった。中国に住む人と
一緒に行かないと、自由に食堂で食事することも
できなかった。当時はまだ食糧配給切符（糧票）
が必要であったからだ。食糧配給切符の使用が北
京で停止されたのは 1993 年 5 月 11 日である。

2000 年、鞄の中の財布の中身は、航空券、日本
円、人民元、台湾の銀行が発行したクレジットカー
ドとなっていた。

2008 年、鞄の中の財布の中身は人民元札、人民
元硬貨がいっぱい入っていた。中国の銀行が発行
した銀行カード、クレジットカード、地下鉄カード、
様々な店のメンバーズカード（プリペイドカード）
などが増えてきた。

2018 年、鞄はそのままだが、財布の姿が鞄の中
から消えた。いつも手ぶらでスマートフォンだけ
を持ってブラブラするようになった。中国では、
キャッシュレスの時代に入ったからである。99.9%
の支払いを携帯電話で処理し、万が一の時はポケッ
トの中の交通カードとクレジットカードを使う。

今、中国では、どこに行ってもスマートフォン
で決済ができる。
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■図表 1　様々な所で使える電子決済
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●スリの姿が消えた
昔は、人が混んでいる場所、バスの中や店など

では、【スリにご用心】という警告ポスターが貼っ
てあったが、もう見かけなくなった。この数年、
北京や上海などの都会で、スリの犯罪が少なくなっ
た。キャッシュレスの時代に入って、誰も昔のよ
うに、多くの現金が入った財布を持ち歩かなくなっ
たからである。その替わりに、四六時中、スマー
トフォンを手から離さなくなった。今日の歩数の
設定を確認する時、朝食を食ベて会計する時、地
下鉄に乗ろうと思う時、必ずスマートフォンを取
り出す。

●モバイルペイメントの躍進の背景には
	 政府の後押しがある

上記の現象を導いたのは、テクノロジーの発展
と決済方式の進化という「技術要因」が大きいが、

「経済要因」「社会要因」そして、中国の場合、「政
策要因」も大きい。電子決済の政府の利点には、
・	貨幣がデータ化されることにより、市場に流通

する貨幣の総額を計測しやすくなる。
・	貨幣を減らすことで、海外に不正に金が流出す

るのを防ぐ。
といったことがある。

2.	中国電子決済の参入事業者と変遷

中国において、クレジットカードは、少数の消
費者にしか利用されず、モバイルペイメントに急
速に移行した。（図表 4）

中国艾瑞諮問のデータによれば、2017 年に中国
のモバイルペイメントの市場規模は、203 兆元（約
3412 兆円）、利用者数は約 5 億 6200 万人まで拡大
した。その規模は米国市場の 50 倍近くである（図
表 5、6）。消費者のモバイルペイメントの利用率は、
オンラインのショッピングで 67.5%、オフライン
のショッピングで 50.3%まで達した。

■図表 2　モバイルペイメントで過ごす一日

■図表 3　モバイルペイメント促進要因

■図表 4　中国におけるキャッシュレス化の歴史
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中国のモバイルペイメントのシェアは、「支付宝
（アリペイ）」と「財付通（テンペイ）」が長年にわたっ

て 1 位と 2 位を独占している（財付通はウィチャッ
トペイと QQ 銭包を含む）。第 3 位は「雲閃付（ユ
ニオンペイ）」で銀聯カードとも連動できる。各サー
ビスの特徴を示したものが図表 7 である。

アリペイはモバイルペイメントの先駆者として
トップを走ってきたが、テンペイが近年オフライ
ンを強化したこともあり、シェアを伸ばしてきて
いる。

■図表 5　中国におけるモバイルペイメント市場規模

■図表 6　中国におけるモバイルペイメント利用者数

■図表 7　モバイルペイ トップ 3 とその特徴

■図表 8　中国におけるモバイルペイ 事業者シェア推移

出典 : 中国艾瑞諮問

出典 : 中国艾瑞諮問

出典：CHINA CONNECT
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3.	様々な機能・サービスがある
	 モバイルペイメントアプリ

モバイルペイメントサービスは、アリババが、
自社が運営する EC「淘宝（タオバオ）」の電子決
済として、2004 年にリリースしたアリペイが始ま
りである。EC 決済をアリペイに統一することが目
的であったため、当初は EC 決済機能のみであっ
たが、現在は、様々な機能を備えている。（アリペ
イの画面例は、図表 9 であるが、自分のよく使う
機能のアイコンを並べることができる）

アリペイ、テンペイともに、自社またはグルー
プ会社で EC やゲーム、エンターテインメントコ
ンテンツなどを持っており、それらの支払いは当
然のことながら、他社とも提携し、
・	旅行、ホテルの予約・支払い
・	飛行機予約・支払い
・	宅急便発送・支払い
・	映画席予約・支払い
・	デリバリー予約・支払い
・	病院の予約・支払い
など、アプリ上で予約から支払いまで一貫して、
まとめて実行することができる。

そして、
・	配車サービスの利用（「滴滴打車」（テンペイ）

や「快的打車」（アリペイ））
・	シェアサイクルの利用（「Mobike」（テンペイ）

や「ofo」（アリペイ））
も、スマートフォンをかざすだけで、すぐに利用
できる。

また、毎月発生する（日本では銀行引き落とし
が一般的だが）
・	納税や各種公共料金（水道代、電気代、ガス代や、

交通違反金の収納も可能）
・	携帯電話料金・チャージ（中国の携帯電話の殆

どはプリペイド式で金額をチャージする必要が
ある）

・	有線テレビ利用料、固定電話代、インターネッ
ト料金、アパートの管理費

の支払いも、アプリ上ででき、銀行の代わりとなっ
ている。

さらに、アリババグループのタオバオは C	to	C
取引であり、これらで発生する個人送金をアリペ
イでも行えるようにしたものであるが、それらが
拡大し、C	to	C 以外の個人間送金（手数料がかか
らない）として、「お年玉や慶弔金などの授受」「個
人間での金銭の貸し借り、割り勘」「家族決済」な
どにも利用されるようになってきた。

また、このように、モバイルペイメントのアプリ

■図表 9　アリペイのスマートフォン画面

■図表 10　シェアサイクル「Mobike」
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上で、支払いの一元化ができるだけでなく、給料
の管理、ローンの管理、クレジットカード管理まで、
1 つのアプリの中で、まとめて資産管理もできる。

4.	モバイルペイメントを利用する
	 消費者特徴と利用行動

モバイルペイメントのメインの利用者は、若年
層、都市在住者であるが、近年は、地方部の若年
層でも拡がってきている。

消費者の最大のメリットは、従来の現金決済よ
りも「利便性」が向上することである。

モバイルペイメントは、低額・高頻度利用である
が、1 回の平均支払金額は高まっている。2016 年
は 1 回の平均支払金額 100 元以下が 8 割を占めて
いたのに対し、2017 年は 4 割に下がっている。こ
のことは、中国人の生活において、支払いの中心が、
電子決済に確実に移りつつあることを示している。

モバイルペイメントは、オンラインの支払いだ
けでなく、オフラインの支払いにも拡がってきて
いる。図表 15 は、モバイルペイメントの利用分野
を示したものであるが、「生活用品の購入」が 98%
と大半を占めている。

■図表 13　モバイルペイメントを利用する理由

■図表 14　モバイルペイメントの利用金額

■図表 11　資産管理のアプリ画面

■図表 12　モバイルペイメント利用者の年代

出典 : 中国支付清算協会

出典 : 中国支付清算協会

出典 : 中国支付清算協会
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5.	アリペイとウィチャットペイの
	 利用方法の違い

ウィチャットペイは、中国最大のメッセージア
プリ・ウィチャット（日本の LINE に似た使い方
がされる）利用者が利用できるモバイルペイメン
トである。ウィチャットユーザーの 8 割にあたる
6憶人が利用しているという。ウィチャットペイは、
後発であるが、人海戦術によってオフラインにお
けるウィチャットペイの QR コード決済店舗を増
やしていった。現在、オンラインとオフライン合
わせて使える店舗は 100 万店舗に上る。また、ウィ
チャットはゲームやアプリなどのコンテンツにも

強みを持っており、少額多頻度利用、オフライン
利用が多い。（図表 16、17）

ウィチャットペイの用途を示したものが図表 18
である。多いものは、「通貨ギフト」「個人送金」
であり、「支払い」関連より多くなっている。アリ
ペイに比べ、お金のやり取りをしたい相手のウィ
チャット	ID さえ知っていれば、どこでも簡単に
送金できるというメリットが活かされた使い方と
なっている。

■図表 15　あらゆる分野で利用されるモバイルペイメント

■図表 16　利用金額別の利用サービス

■図表 17　用途別の利用サービス

■図表 18　 ウィチャットペイの利用用途

出典 : 中国支付清算協会

出典 : 中国艾媒咨詢

出典 : 中国艾媒咨詢

出典 : 中国艾媒咨詢
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「通貨ギフト」は、ラッキーマネーとも呼ばれ、「こ
の人にこれだけの金額を渡す」という設定以外に、

「○人に総額○元を渡す。どの人にいくら渡るかは
クジにて決まる」という設定もある。ゲーム感覚
で当たる楽しみがある。（アリペイにもこの機能は
ある）。

この「通貨ギフト」は、企業と個人のやりとり
（キャンペーンなど）にも使われている。例えば、
「総額○億元の紅包が当たるくじ」といったもので
ある。

6.	資産運用サービスへの拡大

モバイルペイメントアプリにより、お金の管理
ができるようになることで、サービス事業者は、
その顧客に合った金融商品の提案がしやすくなる。

アリペイには、「余額宝（ユアバオ）」という 1 元
から簡単にできる投資信託がある。入出金の操作
もアプリから簡単に行える。ユアバオに入金をし
ておくだけで、4%以上の利子がつく。引き出しも
1 元単位でできる。投資信託をしているという意識
はなく、給料をもらったら、限度いっぱいまでユア
バオに入金し、使う分だけを引き出して、アリペイ
で決済するという使い方をしている人も多い。

もうひとつは、「花唄」（分割払い、リボ払い）や「借
唄」（キャッシング）など、お金を借りるサービス
である。花唄は、アリペイのグループ会社で 2015
年 4 月にスタートしたサービスである。EC で「花
唄クレジット払い」を選び、買い物した商品が届
いた翌月 10 日までに、指定した銀行口座やアリペ
イなどに引き落としのためのお金を準備するだけ
でよい。金利負担をすれば 3、6、9、12 回といっ
た分割返済も選択できる。

■図表 19　 ゲーム感覚で送る通貨ギフト

■図表 20　お年玉が当たるキャンペーンくじ

■図表 21　預金感覚の投資信託「余額宝」
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特に若い世代の間で、爆発的に普及しつつある。
例えば、独身の日（11 月 11 日）のイべントでは、
モバイルを介して購入された総取引額の 40%を占
める決済に花唄が使われたという。

この花唄のサービスは、「芝麻信用スコア」が
600 点以上であることを条件とし、5 万元（85 万
円）程度の使用枠が設定できる。年会費も発生せず、
規定の信用スコアさえあれば、すぐに利用をする
ことができる。

7.	個人の信用度をスコア化する
	 サービス

花唄のサービスを受ける条件である「芝麻信用
スコア」とは、2015 年に開始されたサービスであ
る。この信用スコアによって、芝麻信用が提供す
るレンタルサービス（家、車、本、電気製品、家電、
衣服まで幅広くある）を、補償金無料で、レンタ
ル料のみで利用することができる。

その他、アリババグループのサービス以外でも、
・	病院、公共施設などで必要なデポジットが不要

になる、後払いが可能になる
・	高いスコアの人しか使えないシェアリングサー

ビスが使える
・	高いスコアの人しか登録できないマッチングア

プリが使える
・	ある得点以上の人しか参加できないイべントや

会員への参加が承認される
・	シンガポールやルクセンブルクのビザ取得が容

易になる
といったことがある。

信用スコアの算出基準は明確に発表されていな
いが、「アリペイでの支払履歴」「個人の学歴や職歴」

「資金・資産の保有状況」「交遊関係」などが影響

する。データには、アリペイでの決済情報、アリ
ババグループの SNS サービスなどでの人間関係の
データが含まれている。学歴や保有不動産など、
ユーザーが入力して提供するものもある。

■図表 22　芝麻信用のスマートフォン画面

■図表 23　芝麻信用の仕組み
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信用度のスコアを上げるためには、ユーザー側
から積極的に情報提供をする必要があるため、優
良顧客が自然と集まってくる。また、スコアの低
いユーザーも、スコアを上げるために、行動を改
善するといった効果もある。スコアが上がれば、
ローンの提供を受けたり、分割払いが組めたりと
いった特典を得ることができるからである。

行動まで含んだ「個人信用度の情報提供サービ
ス」は、今後、様々なサービスへの活用が拡がっ
ていくと考えられている。

8.	モバイルペイメントの普及促進要素

最高紙幣が 100 元札（約 1700 円）で、偽札も多
いと言われる中国では、高額商品を安心して決済
できる手段として、キャッシュレス決済は求めら
れてきたことであった。しかし、日本では進んで
いるクレジットカードは、手数料の高さと、店舗
側に必要な設備費用の面から、なかなか普及に至
らなかった。それに対して、モバイルペイメント
はクレジットカードのシステム・設備を店舗側が
準備する必要がない。さらに店舗側の利用手数料
も低く、店舗への設置推奨をインセンティブ付き
で実施した為、急速に導入する店舗が増えた。

このような導入店舗の拡大は普及の促進の要素
として大きかったが、供給側の整備が進むだけで
は、普及は進まない。普及が急速に進んだのは、
やはり、顧客の「利便性認識」の要素が大きい。

クレジットカードとは違う、モバイルペイメン
トの利便性は、「毎日使う、いつも手に持っている
スマートフォンを使うこと」「モバイルペイメント
の決済が、EC だけではなく、チケットの予約やシェ
アライド、携帯電話のチャージなど、様々な生活
のサービスに使えること」である。特に、「滴滴打

車」「快的打車」というタクシーより安く利用でき
る配車サービスは、モバイルペイメントでしか利
用できなかったため（運転手側にも利用者側にも、
利用した場合には奨励金がついたこともある）、モ
バイルペイメントの利用者を急速に増やした。

また、家族が一堂に会し、ネットであいさつを
行う春節のタイミングで、サービス事業者（アリ
ペイ、テンペイ）が、キャンペーンとしてお年玉

（紅包）のバラマキを実施したことも普及に拍車を
かけた。

さらに、モバイルペイメントのアプリは支払い
だけではなく、複雑な手続きがなく、高利率の貯
蓄（余額宝など）や、キャッシング（分割払い含む）
を可能にしたことも後押しした。

益普索の調査結果によれば、モバイルペイメン
トを使う 77%の人は、生活費の勘定（家計簿）ま
で､ モバイルペイメント上で行っているという。
このように、生活と金融の両方を、管理まで含め
た決済サービスとして、「スマートフォンとセット
で、なくてはならないもの」になっていったので
ある。

■図表 24　モバイルペイメント生活における位置づけ
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9.	モバイルペイメントが消費行動に
与える影響

マーケティングとは、「顧客が真に求める商品や
サービスを作り、その情報を届け、顧客がその価
値を効果的に得られるようにする」ための概念で
ある。今、その「情報を届ける（受け取る）」「情
報を提供する」双方向性の手段として、スマート
フォンは、特に中国では最も身近で不可欠な存在
となった。スマートフォンには、情報が何でもあ
り、そこから、いつでも利用・支払いできるよう
にしたのがモバイルペイメントである。その中で、
モバイルペイメントが、中国の消費行動に与えた
影響を考察すると以下の 6 つがある。

①ウォンツ起点の購買が増えた
スマートフォンに流れてきた情報により、ウォ

ンツ（これが欲しい）が多く引き起こされ、ウォ
ンツ起点の購買が増えた。サービス事業者もこの
消費者からのフィードバックと連動して、情報の
内容や表現方法、媒体の応用、決済する流れまで
開発している。（モバイルペイメントやキャッシン
グに紐付く EC 売上の殆どが衝動的ウォンツから
の購買ではないかと思うぐらいである！）

②オンラインとオフラインのシームレスで
の利用が増えた
例えば、オンラインで遊園地のチケットを購入

し、オフラインの遊園地に行って乗り物に乗る時
にスマートフォンをかざしてキャッシュレスで乗
る。例えば、オフラインの店舗に、オンラインで
注文して、宅配時間を予約して届けてもらう。例
えば、海外の免税店や高級百貨店で商品をスマー
トフォンのカメラで映しながら、ウィチャットの
向こう側の相手と確認して、買い手から商品料金

の送金を受け取りウィチャットで決済する。
どちらがオンラインでオフラインか区別がつか

なくなってくる。でも、それがどちらかも気にし
ない。

③高額な商品を躊躇なく購入しやすくなった
スマートフォンの中で、貯蓄もキャッシングも

簡単にできる。お金がある時は貯金をし、お金が
ない時はキャッシング・分割で払う。サービス事
業者も、収入や消費行動を把握し、信用状況がわ
かるので、安心してローンやキャッシングを提案
する。オンラインで、ジュエリー、車、住宅から、
飛行機まで取引されている。図表 14 に示したよう
に、今はまだ少額・高頻度の決済が中心だが、高
額の消費も確実に増えてきている。

④モバイルペイメントのアプリに入ってい
るサービス（＝アリペイ、テンペイのサー
ビスや提携しているサービス）の利用率
が高まる
いろいろなサイトを訪問して、比較することが

なくなった。ウィチャットペイ、アリペイ経由で
情報をキャッチし、そこで利用できる、EC や旅行
会社を使ってしまう。

⑤個人間の取引やギフトが増えた
モバイルペイメントの利用状況でポイントが貯

まる。友人の誕生日情報を提供し、ポイントでギ
フトを贈る。また、宝くじが当たるなど、臨時収
入があった時に、ゲーム感覚で紅包（お年玉以外
でも）を贈る。これまでにない贈る習慣も生まれ
てきた。（ギフトを贈られると、贈られた方も送り
返すことで、さらにギフトが増える！）。
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⑥シェアリングエコノミーが進展した
シェアリングエコノミーは、傘から、携帯電話

の充電器、自転車、電気自動車まで普及してきた。
（その対象物に愛着心がないからか、破損、盗難、
紛失などが多発し、社会問題としてニュースで大々
的に議論されたこともある）。

そして、もう一つのシェアリングエコノミーで
ある個人間の中古品取引が進んだ。余ったものや、
必要がなくなったものを全く知らない他人に売る
時に、モバイルペイメントなら、送金手数料なし
で、簡単に取引ができる。中国人は遠近親疎によっ
て動くのであるが、全く知らない他人に安い値段
で譲るシェアリングエコノミー自体は大きな変化
であると感じる。

⑦レビューの信用度が高くなり、レビュー
を信じての購入・利用が増える
例えば、配車サービスでは、乗車中のサービス

に満足できなければ、利用中に、運転手に対する
レビューが書ける。悪い評価が集まると利用され
なくなってしまうので、より多くのお客さんに乗っ
てもらうために、運転手は良いサービスを提供す
るようになる。レビューを書く人は、実際に利用
している人でないと書けないので、信用度の高い
レビューとなる。

例えば、EC では、実際に購入したかどうかをデー
タで判断して、そうではない、虚偽のレビューを
書いた人を排除する仕組みをとっているところが
ある。偽のレビューが減ることにより、レビュー
の信用度が高まり、結果、レビューを信用しての
購入が増える。

EC 事業者も、信用度の高いレビューが集まるこ
とを重視し、また、出店店舗が高い評価スコアを
得ることができるかが、EC 事業者の発展にも関
わってくる。

10.	モバイルペイメントの将来は

技術が先か ? 需要が先か ?　これは鶏と卵の問題
である。中国は、先進諸国の辿ってきた道を超えて、
できるだけ最先端技術を導入して、中国の風土に
合わせて再編成し、需要を新たにつくることに長
けている。モバイルペイメントの技術は、EC のさ
らなる発展にも、国の外貨統制にも多大な役割を
果たした。

中国人観光客は、世界各国の海外旅行において、
モバイルペイメントで多くのものを買っている。

「あれも欲しい、これも欲しい」というウォンツに
すぐに応えてくれるモバイルペイメント。日本の
免税店や百貨店でも、あちこちに支付宝や微信支
付のマークが増えてきた。

中国では、モバイルペイメントが入り口になり、
不動産、生活用品、自動車、交通‥様々なものが
つながっている。それにより、トランザクション
データ、行為のデータ、金融のデータ、位置デー
タ‥と、これまでバラバラだったものもつながっ
ていく。これらがつながった時に、これまでにな
い新たな使い方も生まれてくるであろう。

他方、ベトナムで、アリペイ、テンペイは非合
法な決済ツールとして使用を禁止されたように、
新たな問題も生まれてくるだろう。

これからの発展を興味深く見守っている。

■図表 25　モバイルペイメントはデータ統合の入口


